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(3) 冷却板を軟鋼とし，溶射面を粗面化すると，アモルファス Fe13Ni64Cr3 Pt.B 6合金溶射膜は十分な付着
強度を有し，軟鋼へのグレイデイングが可能になることを示している。
(4) ドラム型の銅製冷却板を回転して，鉄ーニッケル基，鉄基アモルファス合金粉末を連続的に製造す
ることができることを示し粉末の比表面積は冷却板の金属原子と溶射合金の主成分金属原子との交
換エネルギーが小さいほど大きくなることを指摘している。
(5) アモルファス粉末を熱間圧縮成形する場合，変形が不均ーから均一に変移する温度がアモルファス
の結晶化温度とほぼ一次関数になることを実験的に見いだし，成形温度を変移温度以上，結晶化温度
より 10--20K低くすれば，ち密化が効果的に達成されることを明らかにしている。
以上のように本論文はガス式溶射法によって，バルクのアモルファス金属材料を製造する方法並びに
金属系新素材として重視されてきた金属急冷材料の開発のための重要な知見を与えており，金属材料工
学の発展に寄与するところが大き l'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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